
毎月の幹事会で以下のメニューで行います。

5月

6月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

防災情報への
アクセス

発災後の情報の入手
【参照】新子安南部町内会ホームページ/自主防災会のメニュー:我家の地震対策16ページ

神奈川区の
被害想定

被災を想像して防災対策をする
【参照】新子安南部町内会ホームページ/自主防災会のメニュー:我家の地震対策8ページ:神奈
川区の液状化マップ:住まいの耐震相談

※この資料は保存版です。毎月の幹事会で使うので丁寧に扱ってください。(必要な人は各自でコピーください)

避難場所

広域避難場所
新子安1,2丁目　浅野学園一帯
子安通１丁目の一部、子安通２～３丁目　打越公園一帯
【参照】新子安南部町内会ホームページ/自主防災会のメニュー:防災マップ(神奈川区/新子安):
我家の地震対策19ページ

発災時の
身の安全

自宅　会社　地下街　ビル内　電車内　自動車内
屋外　学校保育園など場所と時間
【参照】新子安南部町内会ホームページ/自主防災会のメニュー:我家の地震対策13/14ページ

震災への備え

屋内の安全化
特記:７年保存飲料水について

【参照】新子安南部町内会ホームページ/自主防災会のメニュー:我家の地震対策8ページ/住まい
の耐震相談

自助
共助
公助

資機材取扱指導員募集について
【参照】新子安南部町内会ホームページ/自主防災会のメニュー:自主防災組織の手引き・我家の
地震対策10ページ

震度5強以上の時の幹事の役割  「白いタオルで安心作戦」
手順:発災→自家の始末→メガホンをもって組のタオルの確認→町内会へ届けて指示を受ける

家族、市民を救うスキルの取得
資格の取得:
救命講習会:
資機材取扱いリーダー講習会:

新子安南部町内会ミニ防災教室
　　　　　　　■毎月の幹事会に必ず持参下さい:　

家庭備蓄品ー２
排泄備蓄品＝ぺーパー、擬固剤＝一回分50,60円、処理袋
衛生備蓄品＝新生児乳幼児、傷害介護など家庭による事情、常備薬

生活＝懐電、ガスコンロ、テント、スコップなど、余震に備える
食品＝調理不要の物　暖かになる食品
応急手当講習会:

家庭備蓄品－１

震度5強以上の時の家庭の飲料水対策
水の常備量:一人一日3リットルを最低3日間用意7日間がお勧め
水の運搬と容器:１．バケツ   2．工夫してバケツ　３．ザックなど袋で背負う　４．ペットボトル大で運ぶ　５．キャスター利
用　６．エコバック使用　　７．水缶で運ぶ　　8．段ボール利用


